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要※、 �盗 � 

－鹿児島本線に歩行者専用跨線橋完成一－

いままで、塵見出本線、と平面交差していた県道遠賀、南方維新Ii噸切りが、違質跨線橋の完成により燐i上さ

れましたが、その跡に少行者iL刑の跨線橋がこの種完成し、「あけぼの橋」と命名されました。

人のうこき（墨絵害悪）

人　　口　　9，945人　（＋33）

男　　　　4，744　　（一十35）

女　　　　5．201　（∠2）

情静数　　2．648戸　（十41）

（）内は前月比

5月のこよみ
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昭
和
悠
年
度

遠
賀
町
教
育
施
策
要
綱
決
る

昨
年
は
学
制
百
年
の
諦
念
す
べ
き
年

で
あ
っ
た
。
我
が
国
の
教
育
が
、
こ
の

百
年
を
通
じ
て
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
遂

げ
今
日
の
繁
栄
の
基
礎
を
培
っ
て
粟
た

こ
と
は
兄
の
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

特
に
近
時
、
科
学
の
進
歩
と
経
済
成
長

に
伴
い
社
会
は
急
激
に
進
歩
発
展
し

た
。
し
か
し
一
方
に
お
い
て
は
情
報
の

氾
濫
、
生
活
様
式
の
変
容
、
値
価
観
の

対
立
、
人
間
疎
外
感
の
ひ
ろ
が
り
、
社

会
連
詩
意
識
の
欠
如
等
々
幾
多
の
社
会

問
題
が
生
じ
て
薬
た
。
こ
の
現
実
に
対

応
し
、
将
来
の
壁
か
な
社
会
の
建
設
を

目
指
す
為
に
、
そ
の
根
源
と
な
る
教
育

の
刷
新
充
実
を
図
る
こ
と
は
最
も
緊
急

な
こ
と
で
あ
る
。
今
わ
が
国
の
教
育
は

中
教
審
答
申
に
よ
り
検
討
が
加
え
ら
れ

て
お
り
、
今
後
の
教
育
が
生
涯
教
育
と

全
人
教
育
の
立
場
に
立
ち
社
会
の
変
動

と
住
民
の
教
育
要
求
に
対
応
す
る
個
性

盤
か
な
情
操
す
ぐ
れ
た
技
能
を
身
に
つ

け
た
新
し
い
時
代
の
建
設
者
と
し
て
、

心
身
共
に
健
全
で
た
く
ま
し
い
民
主
的

な
町
民
の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

ない。時
あ
た
か
も
本
町
に
お
い
て
は
総
合

基
本
計
画
の
構
想
が
ま
と
ま
り
、
い
よ

い
よ
実
施
段
階
に
来
て
い
ろ
。

当
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
総
合
計
画

に
も
と
づ
き
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
親
条
件
を
醜
鵬
し
本
町
の

長
期
的
教
育
文
化
の
娠
興
計
画
の
実
現

に
努
め
る
。

※
学
校
教
育

社
会
の
進
展
に
即
応
す
る
近
代
的
な

施
設
設
鵬
の
充
実
を
図
り
教
育
内
密
の

翻
選
、
指
導
方
法
の
現
代
化
を
す
す
め

る
と
と
も
に
望
ま
し
い
人
間
形
成
の
士

か
ら
調
和
と
統
一
あ
る
教
育
を
拍
進

し
、
能
力
適
軽
に
応
ず
る
指
導
の
徹
底

を
図
る
。

1
職
員
と
し
て
の
服
務
親
御
の
椎
茸

の
教
育
公
務
員
と
し
て
の
使
命
の
白

光
と
教
育
榔
柵
の
高
揚
に
つ
と
め

る。㈲
貿
任
体
制
を
明
確
に
し
て
服
務
規

律
と
職
場
秩
序
の
確
立
を
図
る
。

㈲
校
務
巡
憎
の
効
率
的
推
進
を
図

る。
2
教
育
内
密
の
充
実
と
基
礎
学
力
の
向

上
を
図
る
。

小
児
誰
生
徒
の
由
主
的
態
度
の
育
成

を
図
る

㈲
教
育
内
容
の
精
選
と
近
代
化
に
よ

る
学
習
指
導
の
改
善
を
図
る
。

㈲
能
率
的
な
学
習
指
導
を
強
化
し
佃

に
徹
す
る
教
育
を
推
進
す
る
。

3
教
職
貝
の
研
修
の
推
進
と
指
導
力
の

向
上
を
図
る
。

用
学
校
現
場
に
お
け
る
現
職
教
育
を

充
実
し
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。

㈲
研
究
会
講
習
会
へ
計
画
的
に
参
加

さ
せ
慧
欲
的
に
研
修
さ
せ
ろ
。

㈲
小
、
中
一
貫
性
の
あ
る
効
果
的
研

究
研
修
を
推
進
す
る
。

㈲
教
職
員
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

研
究
を
助
成
す
る
。

㈲
学
投
の
研
究
テ
ー
マ
の
研
究
を
助

成
し
、
全
職
員
の
力
を
結
集
す
る
と

と
も
に
特
色
あ
る
学
校
経
営
の
推
進

を
図
る
。

㈲
同
和
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
を
推

進
す
る
。

4
安
全
教
育
、
保
健
教
育
の
推
進
を
図

る。用
学
校
体
育
の
扱
興
を
図
り
体
脊
施

設
設
備
の
整
偶
を
促
進
す
る
。

㈲
保
健
な
ら
び
に
給
食
殺
設
備
を
充

実
し
、
健
康
簡
理
の
強
化
に
努
め

ろ。㈲
安
全
数
奇
を
強
化
し
交
通
事
故
災

邦
か
ら
守
る
。

5
教
育
機
総
の
盤
鵬
を
図
り
利
用
法
の

研
究
を
推
進
す
る
。

0
0
近
代
教
育
機
器
を
粕
遠
軽
傭
し
、

こ
れ
が
効
率
的
利
用
に
よ
り
学
習
の

能
率
化
を
図
る
。

※
社
会
教
育

激
動
す
る
社
会
の
中
で
心
身
共
に
健

全
な
る
住
民
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、

生
涯
教
育
の
観
点
に
た
ち
、
社
会
的

条
件
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
住
民

の
要
求
を
分
析
し
、
住
民
一
人
一
人

が
自
己
学
習
に
相
互
教
育
の
慮
欲
を

組
織
的
に
高
め
る
為
に
、
そ
の
機
会

と
域
を
提
供
し
社
会
致
命
の
振
興
を

図る。

1
成
人
教
育
の
機
会
拡
大
と
内
容
の
充

実用
各
種
学
級

知
人
学
級
、
家
庭
教
育
半
級
、
若

妻
学
級
、
老
人
宰
級
、
間
取
半

級
の
各
部
請
擁

洋
裁
、
生
北
、
盆
栽
、
民
踊

以
上
の
よ
う
な
学
級
や
穂
並
を
通
じ

自
発
的
、
自
主
的
な
幸
滑
築
朗
と
し

て
日
韓
生
活
よ
り
起
る
課
題
を
発
見

し
解
決
し
て
実
生
油
に
結
び
つ
け
て

ゆ
く
学
習
を
巌
的
す
る
。

な
お
、
各
種
学
級
の
末
期
、
浸
透
を

図
る
為
に
各
地
区
に
お
け
る
学
溜
活

動
を
充
実
さ
せ
、
社
会
数
寄
指
弾
員

を
中
心
と
し
た
棺
話
体
刑
を
つ
く

る。
2
背
少
年
教
育

婚
蘭
教
諭
、
動
労
背
少
年
の
研
修
会

親
と
千
の
対
話
の
会
、
チ
ビ
も
余
市

成
会
の
充
実
、
督
少
年
不
良
化
防
圧

組
織
を
通
じ
て
体
育
活
動
、
営
習
活

動
、
文
化
、
社
会
活
動
な
ど
の
マ
ン

ネ
リ
化
し
た
事
業
の
刷
新
を
図
り
肯

年
学
級
等
の
塞
礎
づ
く
り
を
な
す
。

3
地
区
公
民
館
の
運
営
、
活
動
の
刷
新

と
地
域
指
導
者
の
謎
成

地
域
住
民
に
よ
る
公
民
館
活
動
の
刷

新
と
充
実
を
図
る
た
め
に
地
区
公
民

館
を
中
心
と
し
て
関
係
朝
体
の
積
極

的
参
加
を
求
め
て
地
域
に
お
け
る
総

合
的
コ
、
、
、
ニ
ュ
ー
テ
の
域
と
し
た
い

そ
れ
が
為
に
は
館
長
を
は
じ
め
指
導

者
の
養
成
と
確
保
が
急
務
で
あ
る
。

4
社
会
体
育
の
推
進
と
内
容
の
充
実
に

つ
と
め
る
。

社
会
体
育
が
典
の
地
域
に
お
け
る
住

民
の
健
康
を
維
持
調
進
す
る
為
の
も

の
で
あ
り
、
体
育
行
時
に
し
て
も
魅

力
あ
る
も
の
を
計
画
し
間
体
育
協
会

の
活
動
と
柵
優
っ
て
体
脊
指
導
員
の

活
動
を
促
進
す
る
。

史
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
に
力

を
汀
ぎ
剣
道
少
年
剛
、
申
球
少
年
団

等
を
鮒
戚
す
る
。

5
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
る
。

㈹
文
化
剛
体
の
育
成
と
助
長

の
発
表
と
鑑
賞
を
通
じ
て
伴
成
文
化

の
蘭
」
を
は
か
る
。

6
社
会
教
脅
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る

用
祝
脱
党
教
育
機
器
を
利
用
し
て
の

学
泊
を
進
め
る
。

㈲
社
会
数
寄
行
事
等
の
紀
録
の
雑
則

に
力
を
沸
く
。

㈲
中
央
公
民
鍋
の
新
穀
に
労
力
す

る。

寵
髄
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公
民
館
の
使
用
に

つ
い
て
お
願
い

町
公
民
館
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
選

賞
町
公
民
館
条
例
で
使
用
の
許
可
議
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
七
条
か
ら
以

下
関
係
条
項
を
抜
す
い
し
て
掲
載
し
ま

す
の
で
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
御
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

遠
賀
町
公
民
館
条
例
（
抜
す
い
）

（
使
用
の
許
可
）

第
七
条
∴
公
民
館
を
使
用
し
よ
う
と
す

る
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
曹
項
を

結
城
し
た
申
議
書
を
提
出
し
、
教
育

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
、
使
用
者
の
住
所
、
職
業
及
び
氏

名
二
、
使
用
の
白
的

三
、
使
用
の
日
時

四
、
会
合
者
の
予
定
人
員

（
使
用
の
制
限
）

第
九
条
∴
教
育
委
員
会
は
、
管
理
上
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

第
七
条
の
許
可
に
つ
い
て
使
用
の
制

限
、
そ
の
他
必
要
な
条
件
を
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

2
、
教
育
委
員
会
は
、
使
用
者
が
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
使
用

を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
公
の
秩
序
、
又
は
善
良
の
風
俗

を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た

場
合

二
、
社
会
教
育
法
第
二
十
三
条
の
規

定
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き

（
使
用
の
停
止
又
は
取
消
）

第
十
条
　
使
用
者
が
、
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会

は
使
用
の
条
件
を
あ
ら
だ
に
付
し
、

若
し
く
は
こ
れ
を
変
更
し
、
使
用
を

停
止
し
、
又
は
許
可
を
取
消
す
こ
と

が
で
き
ろ
。

一
、
こ
の
条
例
、
そ
の
他
こ
れ
に
基

づ
く
規
定
又
は
命
令
に
避
反
し
た

と
き
。

三
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
。

（使用料）

第
十
一
条
　
公
民
館
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
使
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴
収
す

る。
2
、
使
用
料
の
頴
は
、
別
表
の
と
お
り

と
し
、
こ
れ
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
使
用
料
の
退
避
）

第
十
三
条
　
既
納
の
使
用
料
は
返
還
し

な
い
。
た
だ
し
次
の
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
全
都
又
は
一
都
を
返
還
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
使
用
者
の
責
に
屈
す
ろ
こ
と
の

で
き
な
い
理
由
に
よ
り
、
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

二
、
使
用
前
に
使
用
の
許
可
の
取
消

し
、
又
は
変
更
の
申
出
を
な
し
、

教
育
委
貝
会
が
相
当
の
理
山
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
。

三
、
第
十
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

使
用
を
停
止
し
、
又
は
許
可
を
取

り
消
し
た
と
き
。

社
会
教
育
法
（
抜
す
い
）

（
公
民
館
の
運
営
方
針
）

第
二
十
三
条
　
公
民
館
は
次
の
行
為
を

行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
も
っ
ぱ
ら
営
利
を
目
的
と
し
て

部
薬
を
行
な
い
、
特
定
の
営
利
寧

務
に
公
民
館
の
名
称
を
利
用
を
せ

そ
の
他
営
利
野
菜
を
援
助
す
る
こ

と
〇

二
、
特
定
の
政
党
の
利
譜
に
関
す
る

公
　
民
　
館
　
使
　
用
　
料

蒋
菜
を
行
な
い
、
又
は
公
利
の
選

挙
に
関
し
、
特
定
の
候
補
者
を
支

持
す
る
こ
と
。

2
、
市
町
村
に
設
置
す
る
公
民
館
は
、

特
定
の
宗
教
を
支
持
し
、
又
は
特
定

の
教
派
、
宗
派
若
し
く
は
教
間
を
支

援
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

　

般

　

　

使

」
i
i
到
i
別
当

用
　
　
の
　
　
場
　
　
合

ホ
ー
ル
　
　
　
　
控
室
（
一
間
に
付
）

牛
耳
坤
針
尋
姻
鎧
中
耳
泊
翳
脚

二
。
人
造
二
喜
田
二
喜
田

圭
人
以
二
富
田
「
富
田

」
睡
上
目
早
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匝

「
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募
集
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ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る
体
力
つ
く

り
は
ま
ず
走
る
こ
と
で
す
。
走
ろ
う
会

は
走
る
こ
と
を
通
し
て
正
し
い
人
格
の

護
戌
と
肥
満
な
身
体
を
な
く
し
、
鯉
全

は
体
力
の
持
主
を
つ
く
り
あ
げ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。
こ
の
会
は
あ
く
ま
で

も
体
力
つ
く
り
を
目
標
に
し
て
家
族
く

る
み
で
毎
日
自
宅
附
近
を
決
ま
っ
た
距

離
走
り
一
週
間
に
一
回
全
員
で
合
同
練

習
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

記

一
、
資
格
・
町
内
に
在
住
す
る
者
（
老

輩
男
女
年
令
は
問
わ
な
い
）

二
、
実
施
日
・
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時

0
0
分
か
ら
4
時
ま
で
（
雨
天
を
除

く）

三
、
会
場
・
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

四
、
会
費
・
無
料

五
、
申
込
期
限
・
5
月
2
5
日
ま
で

六
、
申
込
先
　
述
質
町
教
育
委
員
会
ま

で

氏
名
・
年
令
・
住
所
・
（
学
生
の

場
合
は
学
校
名
・
学
年
を
記
入
）

を
馳
大
し
て
申
し
込
む
こ
と
。

七
、
開
姶
目
・
6
月
3
日
か
ら
始
め
ま

す
の
で
当
日
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
に
午
後
1
時
3
0
分
ま
で
築
合
し

て
下
さ
い
。
申
し
込
み
し
て
い
な

く
て
も
当
日
会
場
で
受
付
け
し
ま

す。

八
、
そ
の
他
・
行
革
計
画
内
容
等
は
半

口
説
明
し
ま
す
。
特
に
お
母
さ
ん

方
お
子
様
と
一
緒
に
入
会
を
お
薄

ら
し
て
お
り
ま
す
。

関
愛
の
献
血
に
　
　
ー

「
南
南
は
巳

遠
賀
献
血
会
で
は
旧
知
四
十
八
年
度

第
一
回
目
の
愛
の
集
団
献
血
を
左
記
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非

御
協
力
願
い
ま
す
。

献
血
は
人
の
た
め
で
あ
り
、
又
自
分

（
家
族
）
の
た
め
で
す
。
献
血
に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
と
、
万
一
家
庭
で
血
液

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
で
も

必
要
塁
の
血
液
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
ご
一
岨
櫛
一
人
は
献
血
に
御

参
加
下
さ
い
。

弛
献
血
日
　
四
十
八
年
五
月
二
十
九
日

時
∴
問
　
午
前
十
時
－
牛
後
四
時

揚
∴
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
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鴇
は　込　所　　時　会

日
本
赤
十
字
募
金
に

御
協
力
願
い
ま
す

今
年
も
ま
た
日
赤
募
金
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
社
員
制
度
に
よ
り
社
員

年
額
三
〇
〇
円
以
上
と
い
う
型
で
募
金

運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
近

く
日
赤
奉
仕
団
（
婦
人
会
）
を
通
じ
募

金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
の
で
御
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
」
げ

ます。尚
、
こ
の
募
金
は
、
各
種
災
評
の

救
済
、
救
援
、
ガ
ン
検
診
等
国
内
は
勿

論
、
海
外
に
も
愛
の
手
を
き
し
の
ぺ
世

界
平
和
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す。
ど
う
ぞ
、
こ
の
博
愛
籍
袖
の
主
旨
に

ご
賛
同
願
い
一
人
で
も
多
く
募
金
に
協

力
下
さ
い
。

建
築
等
の
一
般
人

受
付
時
間
　
日
曜
、
祭
日
を
除
く
毎

日
1
0
時
～
1
2
時
（
本
人

滝
接
申
込
、
印
鑑
持

参）

斡
旋
申
込
址
一
回
限
り
一
人
1
0
袋
以

下

斡
旋
相
談
所福

岡
県
北
九
州
商
工
専
務
所

（
小
倉
区
役
所
内
）

地
謡
　
五
六
一
－
一
二
八
一

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ

び
受
験
準
備
話
習
会

袋
詰
セ
メ
ン
ト

斡
旋
相
談
所
設
置

○
斌
∴
験

日
　
時
　
　
6
月
1
0
日
（
日
）

頼
語
受
付
　
5
月
2
1
日
～
2
6
日

祇
同
県
民
生
部
消
防
災
皆
瀬

5
月
2
1
日
～
2
2
日

北
九
州
市
消
防
局

部
験
の
柘
類
　
乙
種
　
1
・
2
・
3

・4類

内
藤

補
間
県
で
は
小
口
需
要
者
に
対
す
る

捕
請
と
し
て
次
の
と
お
り
斡
旋
相
談
所

を
設
碕
し
ま
し
た
の
て
こ
利
用
さ
れ
る

よ
う
あ
し
ら
せ
し
ま
す
。

記

対
　
象
　
者
　
宏
宮
、
大
工
等
を
葉
と

す
る
人
、
マ
イ
ホ
ー
ム

5
月
2
6
日
（
士
）
9
時
～

1
7
鳴

声
塙
川
面
民
会
館

5
月
1
4
円
～
2
5
目

途
質
中
間
地
区
危
険
物
安

全
脱
会

※
受
験
　
受
講
痛
聖
者
は
遠
賀
郡
消
防

馨
予
防
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

．
●
ヽ
●
．
，
．
，
ヽ
，
”
ヽ
●
〝
．
．
．
ヽ
・
ヽ
●
．
・
．
●
ヽ
；
●
．
・
．
、
．
●
ヽ

消
火
器
の

不
良
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に

ご
注
意

消
火
撥
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
消
防
客

か
ら
の
瓶
介
と
い
っ
て
押
売
り
し
て
い

る
撃
例
が
あ
り
ま
す
。

消
防
署
は
、
皆
さ
ん
か
ら
消
火
盤
を

絨
介
し
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た
聞
合
せ

に
は
適
切
な
指
導
や
紳
介
は
し
て
い
ま

す
が
、
櫓
贋
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
も
し
次
の
よ
う
な
邸
が
あ
り
ま
し
た

ら
一
一
〇
番
又
は
消
防
署
に
鐙
話
し
て

く
だ
さ
い
。

一
、
法
律
を
ち
ら
つ
か
し
て
半
ば
強
制

的
に
説
得
し
て
い
な
い
か
。

一
、
消
防
署
貝
と
ま
ざ
ら
わ
し
い
服
装

を
し
て
い
な
い
か
。

一
、
威
圧
的
な
言
動
を
し
退
去
を
求
め

て
も
帰
ら
な
い
。繚

新
し
い
電
話
料
金
制
度
「
広
域
時
分
制
」

5
月
豹
日
か
ら
遠
賀
町
で
も

－
　
3
分
ま
で
ご
と
に
7
円
1
－

こ
れ
ま
で
の
市
内
通
話
が
、
3
分
ま
で
ご
と
に
7
円
に
な
り
町
内
の
艮
砥

話
は
今
ま
で
よ
り
蔚
く
な
り
ま
す
が
、
遠
賀
町
内
か
ら
北
九
州
、
水
巻
、
岡

垣
、
芦
屋
、
中
間
、
苅
田
へ
の
通
榔
料
金
は
か
0
0
秒
7
円
〟
が
　
〝
3
分
7
円
〟

に
な
る
ほ
か
、
憲
像
、
南
方
、
出
川
、
行
橋
、
下
関
な
ど
近
効
へ
の
通
話
料

金
も
。
0
0
秒
1
円
。
か
ら
。
約
秒
1
周
〟
と
い
ず
れ
も
安
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
暇
近
の
社
会
性
活
、
経
済
活
動
の
聴
聞
が
大
き
′
、
拡
か
っ
た
こ

と
は
対
す
る
た
め
、
市
内
通
話
と
南
外
通
話
の
別
を
な
く
し
、
す
べ
て
通
話

時
間
と
距
離
に
み
あ
っ
た
料
金
を
い
た
だ
こ
う
と
い
う
制
度
で
、
5
月
2
4
日

か
ら
移
行
し
ま
す
。

町
民
の
み
な
き
ま
の
こ
邦
解
と
こ
協
力
を
）
お
掘
い
い
た
し
ま
す
。

折
尾
電
搬
電
話
局
長
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昭
和
低
年
度
の
新
役
員
が
決
り
ま
し
た

昭
和
4
8
年
度
の
区
長
、
生
産
組
合
長
、
地
区
公
民
館
長
、
姐
人
全
文
郵
長

が
左
話
の
と
お
り
決
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
消
費
生

活
苦
情
相
談
員
決
ま
る

日
精
の
消
毀
生
活
上
の
謹
楢
や
相
談

ご
と
を
気
軽
る
に
受
け
賜
り
、
消
費
者

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
第
一
線
で
活

轍
し
て
い
た
だ
く
相
談
員
が
、
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ます。二
村
ク
ニ
子

遠
賀
町
大
字
境
涯
（
新
町
）

範
謙
　
二
－
〇
五
六
三

北
田
ハ
ツ
ヱ

遠
賀
町
大
学
別
賄
（
千
代
丸
）

電
話
　
ニ
ー
八
四
七
二

滴
賞
物
上
に
お
け
る
豊
椰
・
消
費
生

活
上
に
お
け
る
心
配
ご
と
（
品
質
鑑
定

物
価
問
題
、
食
品
テ
ス
ト
）
等
消
裟
生

活
上
の
苦
情
や
相
談
は
何
で
も
緋
樅
で

す
、
気
軽
る
に
御
相
談
下
さ
い
。

旧
金
穏
勲
章
一
時
賜
金
受

給
者
に
銀
杯
贈
呈
い
た
し

ます。
満
洲
貌
変
ま
で
の
旧
金
範
勲
章
年
金

授
与
者
に
は
金
十
万
円
が
、
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
一
号
に
て
支
給
さ
れ
だ
が

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
で
金
謁

勲
章
を
授
与
さ
れ
た
者
に
は
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
三
十
八
草
四
月

一
日
の
星
宿
者
（
そ
の
後
の
死
亡
者
は

遺
族
）
に
特
別
措
置
と
し
て
怒
兜
大
臣

か
ら
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
す
。

i
－
．
ヲ
〕
ヽ
′
ヽ
－
茎
－
－
ヽ
一
‘
′
ヽ
．
三
三
ヽ
‘
’
‘
－
一
－
≡
－
ヽ
く
ー
く
ー
≡
－
－
ヽ
‘
’
し
，
二
三
・
ヽ
．
ヽ
ノ

m
 
I
保
健
メ
モ
ー

肌
　
腰
の
痛
み

m
　
人
間
、
害
と
れ
ば
か
ら
だ
の
あ

～
ち
。
ち
畳
岡
が
お
。
り
、
摘
ん
で

…
く
る
の
は
当
然
で
す
が
、
暖
の
摘
み

㌣
い
ち
ば
ん
動
き
の
激
し
い
年
代
、

謹
告
盤
諾
講

…
特
徴
で
す
。

…
〟
講
講
邦
語
謹

言
ど
有
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

㌍
醒
評
語
諾

「
時
や
感
、
静
枝
に
特
別
藁

謙
語
な
い
の
に
お
。
ろ
腰
の

…
鱒
板
ヘ
ル
ニ
ア
が
有
名
に
な
っ

露
語
語
調
謹

÷
談
が
わ
か
る
、
憑
か
し
や
す

言
霊
ど
の
蕾
に
よ
る
も
の
で

…
腰
稲
に
は
轟
と
崖
の
二
つ
の

評
綴
結
語
彊

該
当
者
は
役
場
厚
生
融
へ
勲
′
早
授
与

の
訪
問
日
と
イ
ン
カ
ン
を
持
参
の
士
、

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

ね
っ
た
り
し
た
と
き
に
突
然
激
し
い

痛
み
に
お
そ
わ
れ
ま
す
。

な
か
な
か
治
威
し
に
く
く
、
や
っ

か
い
な
の
が
位
性
の
顕
箱
で
す
。
く

り
返
し
蝦
に
刺
激
が
加
わ
っ
た
り
、

不
自
然
な
緊
鼓
が
長
い
間
続
く
と
お

こ
り
ま
す
。
悪
い
姿
劫
の
人
、
中
腰

で
長
崎
樹
作
業
す
る
よ
う
な
職
業
の

人
、
肥
っ
て
い
る
人
な
ど
に
多
い
よ

う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
最
近
で
は
薯
い
人
の

運
動
不
足
に
よ
る
筋
肉
の
弱
き
が
、

腰
痛
の
一
つ
の
原
因
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
頓
稀

が
肉
体
労
働
者
よ
り
も
舞
踏
系
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
多
い
こ
と
か
ら
も
う

は
づ
け
ま
し
ょ
う
。

腰
痛
が
お
こ
っ
た
ら
、
ま
ず
要
路

が
第
一
で
す
。
ま
た
入
浴
な
ど
で
頓

を
温
め
る
と
血
液
の
循
環
が
よ
く
な

り
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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日曜日は家庭の日毎月1日は交通安全の日第

体
験
税
　
第
一
期
分

納
期
限
　
五
月
三
十
一
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

5
月
2
1
日
か
ら

6
月
2
0
日
ま
で

青
柳
病
院
（
広
渡
）

古
都
医
院
（
別
府
）

香
取
医
院
（
遠
賀
川
）

村
田
医
院
（
今
古
賀
）

軸
　
　
　
　
　
相
談
所
開
設
　
m

r

1

．

．

！

．

！

！

－

－

！

！

．

し

こ
承
知
の
と
お
り
5
月
3
日
は
、
憲

法
が
施
行
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
日
に
あ

た
り
ま
す
が
、
福
岡
法
務
局
北
九
州
支

局
お
よ
び
北
九
州
大
概
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
こ
れ
が
記
念
行
毎
の
一
環
と
し

て
人
権
相
談
所
を
左
記
の
通
り
開
設
し

殻
法
の
精
神
、
基
本
理
念
で
あ
る
基
本

人
権
の
尊
重
を
強
調
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
日
頃
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

箱
椰
で
す
か
ら
ご
遼
慮
な
く
こ
相
談
く

だ
さ
る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

譲

一
、
日
時
　
5
月
2
3
日
（
水
）

1
0
時
～
1
5
時

二
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

三
、
相
談
担
当
者

。
福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
職
質

o
地
元
人
権
擁
護
委
員

（
柴
田
　
開
、
篠
田
　
寿
）

。
民
生
委
員
。
保
護
司

※
今
月
の
心
配
ご
と
相
談
は
合
同
で
行

な
い
ま
す
。

衛

生

だ

よ

り

。
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

さ
る
四
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
、

予
防
注
射
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ

か
な
り
受
け
て
い
な
い
犬
が
お
り
ま

す
。
再
度
も
れ
た
犬
を
対
象
に
行
な
い

ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

日
時
　
五
月
二
二
日
（
火
）

1
3
時
約
分
－
1
6
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル
緬

。
三
才
児
健
廉
診
査

次
の
と
お
り
三
才
児
健
康
診
盃
を
行

な
い
ま
す
の
で
対
象
者
は
受
け
て
下
さ

い。

日
時
　
五
月
二
五
日
（
金
）

受
付
1
3
時
～
1
4
時

診
査
1
4
時
～
1
5
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象
者
　
昭
和
4
4
年
6
月
か
ら

昭
和
4
5
年
5
月
ま
で
の
出

生
児
（
湖
三
才
児
）

。
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

次
の
と
お
り
日
本
脳
炎
の
予
防
楼
蘭

を
実
施
し
ま
す
の
で
受
け
て
下
さ
い
。

お
よ
び
郡
内
各
病
院
、
医
院

料
金
　
問
診
科
一
〇
〇
円

手
技
料
一
一
五
円

計
　
　
二
一
五
円

周
小
、
中
学
校
生
徒
は
学
校
で
別
に

集
樹
接
種
を
し
ま
す
。
（
無
料
）

㈲
減
7
0
才
以
上
、
瀾
1
5
才
以
下
、
坐

酒
保
幾
世
帯
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
役
場
保
健
締

出
係
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
（
紙

料）
対
象
者
　
瀾
3
才
以
上
全
員

（任櫓）

但
し
、
生
後
6
ケ
月
以
上
瀞
3

才
釆
淵
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、
鶴

に
保
護
者
の
祐
也
が
あ
れ
ば
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
か
か
り

つ
け
の
医
師
と
よ
く
相
談
の
上
、

受
け
て
下
さ
い
。

又
、
今
度
始
め
て
受
け
る
人
は
一

週
間
間
か
く
で
二
回
受
け
な
い
と

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

榊
　
電
話
加
入
権
の
　
　
　
　
晴

公
売
に
つ
い
て
　
m

r
〟
．
．
；
．
〝
，
，
i
，
●
，
，
－
，
●
，
〝
，
〝
，
，
l
〝
．
，
，
．
，
，
″
－
暮
●
，
●
，
，
，
，
．
●
●
，
，
，
！
，
．
｝

福
岡
県
哲
松
財
務
事
務
所
で
は
次
の

と
お
り
情
話
加
入
純
の
公
売
を
い
た
し

ま
す
の
で
、
こ
希
望
の
方
は
時
間
厳
守

の
上
お
い
で
く
だ
さ
い
。

純

一
、
公
売
の
日
時
、
5
月
1
8
日
（
金
）

1
4
時

二
、
場
　
所
　
　
　
遠
賀
町
役
場
第
二

会
議
垂

三
、
公
売
の
方
法
　
入
札

四
、
公
売
す
る
館
話
語
i
i
．
つ

⑨
一
〇
一
一
五

五
、
聞
合
せ
先

碧
松
財
覇
埴
戯
所

m

昭

和

4

8

年

　

　

　

晴

二
線
建
築
士
試
験
一

子
．
！
”
…
t
t
～
‘
～
～
．
－
．
！
－
－
i
・
．
－
一
・
．
〝
．
＝
」

。
試
験
日

単
科
試
験
　
7
月
総
日
　
（
上
）
　
（
新

旧
両
制
度
）
建
築
設
計
製
図
試
験

9月00［（月）　（〃）

。
試
験
坊
　
福
岡
大
学
（
ヒ
限
学
舎
）

8
号
館

。
受
験
申
込
み
、
受
付

5
月
2
1
日
～
5
月
3
1
日
（
士
雌
日
の

午
後
、
H
椰
日
は
除
く
）

県
建
築
部
建
築
課
、
破
寄
土
木
事
務

所
建
築
課

。
受
験
案
内
、
申
込
用
紙
交
付

5
月
1
0
日
か
ら
、
県
建
築
部
建
築
楳

土
木
華
務
所
建
築
課
で
交
付
す
る
。

〝
求
　
人
〝

職
種
　
女
子
部
雅
兄
一
名

女
子
作
業
員
　
三
名

A
I
 
L
J

月
三
万
円
的
後

但
し
女
子
曹
務
貝
は
三
万
五

千
円
前
後

そ
の
他
殺
手
当
有

連
絡
先

面
接
場
所

面
接
日
時

勤
務
時
間

遠
賀
町
大
字
若
松
字
宅
間

白
進
化
学
（
株
）

地
謡
④
一
五
三
三

本
社
事
務
所

随
時

八
時
－
一
七
時
又
は

八
時
三
〇
分
～
一
七
時

山
醍

香

典

返

し

お

礼

次
の
万
か
ら
町
祉
脇
に
香
典
返
し
と

し
て
ご
諾
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
、
ご
遭
族
に
対
し
磨
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。妃

、
金
竜
的

故
　
旧
中
妙
子
様

浅
水

信
男
搬

故
　
高
崎
　
繊
利
様

老
良
－
．
中
崎
ト
モ
工
数

故
　
毛
利
ミ
サ
ノ
熊

木
守
　
毛
利
　
蔀
尋
殿


